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【目的】主動筋 に投射 している一次運動野に対する連合性

対刺激の効果が,拮 抗筋運動野の可塑的変化 を誘導す るか

否かを検証す ることを目的とした。

【方法】健常被験者9名 を対象 とした。連合性対刺激は,
正中神経への経皮的電気刺激と一次運動野への経頭蓋磁気

刺激を組み合わせ0.25H2の 頻度で200回 行 った。連合性

対刺激に伴 う橈側手根屈筋(主 動筋)お よび橈側手根伸筋

(拮抗筋〉の単発MEP,short-お よびlong-interval　intracor-
tical inhibition(SICIお よびLICI)の 変化 を観察 した。

【結果】連合性対刺激中の単発MEP振 幅は,主 動筋および

拮抗筋 ともに経時的に増加 した。また,連 合性対刺激後に

SICIに 変化 は認められなかったが,LICIは 増加 した(MEP

振幅変化率:主 動筋57%,拮 抗筋73%)。

【結論】連合性対刺激の効果が主動筋と拮抗筋において認

め られた こ とか ら,主 動筋 の一 次運動内 におけ る介在
ニューロンが拮抗筋へ発散している可能性が推測 された。


